
夏まつり 

なんちゃって 

買いもの体験 

エサやり体験もできました 

お金を渡すドキドキ感 

ドライブ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【療育スタッフ 荒木裕子】 

水あそび 

選ぶワクワク感 

コロナ感染対策に気をつけながら、様々な

活動を通して、季節を感じています。 

夏休みには夏ならではの遊びをしました。 
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通所活動紹介 

見て楽しい、触れて楽し

い、目に入りそうな体験

が、五感を刺激します！ 



 

 

 

 

新型コロナウイルスの感染が収まらず、私達の身近でも予断を許さない状況が続いてい

ます。その為、うがい・手洗いを徹底し、消毒をこまめに行ったりと感染予防に努めています。 

日頃からコロナ感染者が出た時の対応方法を確認し、実際にシュミレーションを行い、防護服や

ゴミ箱等、必要な備品は直ぐに取り出せるように工夫しています。また、ハード面では感染者が出

た時、静養する部屋を確保する為に、生活空間を分けられるように扉を作りました。 

どんなに予防をしていても関係者が感染することもありましたが、みんなの協力で乗り越えるこ

とができました。これをきっかけに、更にチームワークや団結力が深まったように思います。 

先の見通しがつき辛い状況が続きますが、一日も早く平穏な生活に戻って欲しいと思います。 

【主任支援スタッフ 土江真司】 

 

 

 

 

 

 

 

  

扉を設置しています！！ 

さざなみ学園 支援課 

 ※掲載しました氏名・写真につきましては、本人・家族に承諾を得ています。 

土江重機様より 

神迎米、神迎塩をいただき

ました 

ありがとうございました 編集後記 

気温の変化が激しくなりそろそろ冬の支

度を始める季節になりました。おいしいも

のをたくさん食べて病気やウイルスに負

けない身体をつくっていきたいですね。 

 

広報委員：日野、清水、宮迫、布野、佐藤 

空間をわける扉の完成です 


